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平成３０年度
魚沼市の 　歳入と歳出
　
「
決
算
」
と
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
や

県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
の
収
入
が
ど
の
く
ら
い
で
、
そ
の
お
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。
平
成

３０
年
度

の
市
の
決
算
が
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８億１，３２３万円　前年度より減額

２６７億
　７７８万円

前年度比３．０％減

※１
消防費　　　3.3％　 8 億 6,970 万円
災害復旧費　 1.3％ 　  3 億 5,353 万円
議会費              0.7％     1 億 7,955 万円
労働費              0.3％　 　  7,677 万円

民生費　21.6％
57 億 7,507 万円

土木費　16.5％
44 億  344 万円

衛生費　 9.1％
24 億 3,601 万円

教育費　9.7％
25 億 9,251 万円

総務費　11.9％
31 億 7,139 万円

※１

公債費　11.8％
31 億 6,632 万円

歳出 Check

歳入と歳出の差引額は 8 億
7,139 万円となりました。この
内、1 億 6,516 万円は繰越事
業費の財源として翌年度に繰
り越され、7 億 623 万円は実
質収支額として翌年度の歳入
に繰り入れました。

　子ども・高齢者・障害のある人などへの福祉のための経費で
ある民生費が、５７億７，５０７万円（前年度比１億２２０万円減）
で歳出全体の２１．６％と最も多くを占めました。
　次いで、道路や橋りょう、都市計画など社会基盤整備のため
の経費である土木費が、４４億３４４万円（同３億９，６１４万
円減）で１６．５％を占めています。
　以下、庁舎再編整備事業等新庁舎関連事業の経費が含まれ
る総務費が３１億７，１３９万円（同６億８，４５９万円増）で
１１．９％、市債の償還金等の公債費が３１億６，６３２万円（同５，
９８１万円減）で１１．８％となっています。
　前年度との比較では、財政調整基金をはじめとした基金への
積立などの諸支出金が前年度比７億２７８万円減額となりまし
た。一方で、快適に学校生活を送れるよう小・中学校施設への
冷房設置等により教育費が２億１，１０９万円増額となりました。

（
一
般
会
計
）

歳 

出

諸支出金　4.6％
12 億 2,531 万円

■
庁
舎
再
編
整
備
事
業 ４億２，５５７万円

新庁舎の建設工事等を進めました。

■
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

４億７５７万円
冷房設備・耐震化等の整備が必要な
小・中学校の大規模改修を行いました。

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業

９億２３万円
国の制度に基づき、障害のある人
にサービス等給付を行いました。

それ以外の主要事業（一般会計のみ）

■ふるさと結基金事業　　　　　　　　　４億　 ７８４万円
■災害復旧事業　　　　　　　　　　　　３億５，３５３万円
■市道整備事業　　　　　　　　　　　　３億４，３１０万円
■金融対策事業　　　　　　　　　　　　３億２，３９１万円
■中山間地域等直接支払交付金事業　　　１億７，９３９万円
■多面的機能支払交付金事業　　　　　　１億７，１７９万円
■井口小学校建設事業（湯之谷小学校） 　   １億６，１６６万円
■消融雪施設整備事業　　　　　　　　　１億５，７２７万円

平 成 ３ ０ 年 度 　 主 要 事 業
■
子
育
て
の
駅
整
備
事
業 １億８６０万円

空調設備及びキッチンスタジオ等
の改修工事を行いました。

自主財源
　31.3％

依存財源
　68.7％

地方交付税　42.4％
116 億 9,229 万円

市債　10.3％
28 億 5,380 万円

市税　14.8％
40 億 7,077 万円

繰入金　4.7％
12 億 8,278 万円

その他 3.2％　8 億 8,886 万円
使用料及び手数料 1.7％　4 億 6,285 万円
分担金及び負担金 0.5％　1 億 3,761 万円

県支出金  5.4％
14 億 7,622 万円

歳入 Check

国庫支出金 6.9％
19 億  563 万円

地方譲与税等 3.7％
    10 億 2,641 万円

諸収入　3.2％
8 億  9,189 万円

繰越金    3.2％
8 億 9,006 万円

問　財務課　☎７９２・９２０５

　市税（市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・入湯
税）は、４０億７，０７７万円（前年度比５０２万円減）で歳
入全体の１４．８％となっています。また、市の財政力に応じ
て国から交付される地方交付税は、１１６億９，２２９万円（同
１億２５１万円減）で歳入全体の４２．４％を占めています。
　次いで、市の借入金である市債が２８億５，３８０万円（同
６億４，３３０万円増）で１０．３％、国からの補助金である国
庫支出金が１９億５６３万円（同４，６３３万円減）で６．９％、
県からの補助金である県支出金が１４億７，６２２万円（同９，
４３８万円増）で５．４％となっています。
　市税や使用料など市が独自に確保できるお金（自主財源）は
歳入全体の３１．３％で、地方交付税、国・県補助金、市が借
り入れた地方債など、ほかから調達するお金（依存財源）は同
じく６８．７％となっています。

ｗ

自主財源は３１．３％  
　　　　　８６億２，４８２万円

２７５億
７，９１７万円

前年度比２．９％減

決
算
状
況

（
一
般
会
計
）

歳 

入

農林水産業費    5.0％
13 億 2,409 万円

商工費　4.2％
11 億 3,409 万円

令和元年度へ



使われました。

（平成31年3月31日現在の人口36,088人で一人あたりに換算）

740,073 円
平成３０年度は、

市 民一人あたり、 一年間で

いくら使われたのでしょうか？会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険特別会計
事業勘定 34 億 1,353 万円 33 億 3,359 万円 7,994 万円

直営診療所施設勘定 1 億    358 万円 1 億    320 万円 38 万円
後期高齢者医療特別会計 8 億 1,211 万円 　8 億     586 万円 625 万円
介護保険特別会計 50 億 4,979 万円 48 億 2,708 万円 2 億 2,271 万円
工業団地造成事業特別会計 1,593 万円 1,383 万円 210 万円

合　計 93 億 9,494 万円 90 億 8,356 万円 　3 億 1,138 万円

特別会計 特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して別に処理するための会計です。

会　計 30 年度借入額 30 年度元利償還金 30 年度末残高
一　般　会　計 28 億 6,430 万円 31 億 7,682 万円 318 億 3,922 万円

企　業　会　計

病院事業 3 億 9,700 万円 3 億    619 万円 48 億 4,911 万円
ガス事業 0 万円 6,345 万円 2 億 5,102 万円
水道事業 1 億 6,060 万円 2 億 4,278 万円 30 億 5,805 万円
下水道事業 2 億    870 万円 15 億 5,958 万円 96 億    409 万円

合　計 36 億 3,060 万円 53 億 4,882 万円 496 億    149 万円

市が道路や各種施設の整備などで多額の費用を必要とする場合、費用の一部を国などから借り入れて
事業を実施します。この借入金のことを市債といいます。

※地方財政状況調査、地方公営企業決算状況調査及び歳入歳出決算書より作成

市債

会　計　名 収　益 費　用 利益又は損失額
病院事業会計 7 億 2,110 万円 8 億 1,240 万円 ▲ 9,130 万円
ガス事業会計 12 億 8,362 万円 11 億 9,824 万円 8,538 万円
水道事業会計 8 億 3,787 万円 7 億 5,995 万円 7,792 万円
下水道事業会計 23 億 7,958 万円 22 億 4,340 万円 1 億 3,619 万円

合　計 52 億 2,217 万円 50 億 1,399 万円 2 億    818 万円

株式会社等の民間企業と同じ会計方式を採用し、市が特定の事業を直接経営する会計です。企業会計

※各事業会計の損益計算書数値より作成

平成３０年度決算書・決算資料は、各市民センター・北部事務所、市内図書館（室）、魚沼市ホームページでもご覧に
なれます。

魚沼市 早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準 概　　　要

29 年度 30 年度

実質赤字
比　　率 － － 12.71 20.0

財政運営の深刻度を示します
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を
指標化したもの（魚沼市の普通会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

連結実質
赤字比率 － － 17.71 30.0

市全体の財政運営の深刻度を示します
　市の全会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体としての赤字の程
度を指標化したもの（魚沼市の全会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

実質公債費
比　　率 6.8 6.5 25.0 35.0 資金繰りの危険度を示します

　借入金の返済額（公債費）と、これに準ずる額の大きさを指標化したもの

将来負担
比　　率 34.0 26.8 350.0

将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します
　一般会計の借入金（地方債）や将来的に支払う可能性のある負担等について、
現時点での残高の程度を指標化したもの

資金不足
比　　率 － －

経営健全化基準 経営状況の深刻度を示します
　公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標
化したもの（魚沼市の公営企業会計に資金不足は生じていないため該当しません。）20.0

　魚沼市は、いずれの指標も早期健全化基準を大きく下回っており、健全な財政運営となっています。今後数年は、普通
交付税額の減少や平成２６年度より実施した複数の大型建設事業の影響により、実質公債費比率と将来負担比率は上昇し
ますが、早期健全化基準を上回るような、極端な上昇はしない見込みです。 

※表中の「－」は、赤字額・不足額のない
ことを表しています。

　自治体が財政の健全化を判断するための指標（実質公債費比率など４指標）と公営企業ごとの経営状況を明らかにす
る指標（資金不足比率）の公表が、法律により義務付けられています。また、平成２０年度決算からは、これらの各指
標が一定基準以上になった場合、財政の早期健全化や再生を図るための計画の作成なども必要になりました。

条例で定めた目的に使用するために積み立てたお金です。金基
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Check市債残高推移

市債残高は平成２９年度末より
１２億６,９８２万円減少しました。

算に基づく指標と比率を公表します決 平成３０年度

昨年度に比べ 9,900 円の減額となりました。

費　目 内　　容 金　額
民生費 　安定した社会生活を保障するための経費 160,027 円
土木費 　道路橋りょう、河川、水路、公園、市営住宅などに要する経費 122,020 円
総務費 　管理事務、戸籍、徴税、選挙、人事、広報発行に要する経費 87,879 円
公債費 　市が借り入れた地方債の元利償還金額 87,739 円
教育費 　学校、幼稚園などの施設整備や教育内容の充実に要する経費　  71,839 円
衛生費 　健康で衛生的な生活環境を保持するための経費 67,502 円

農林水産業費 　農業委員会、農業振興、土地改良事業などに要する経費 36,691 円
諸支出金 　基金への積立などに要する経費   33,953 円

商工費 　商工業、観光の振興に要する経費  31,426 円
消防費 　消防、救急業務や防災に要する経費　  24,099 円 
その他 　災害復旧、議会活動、労働関係経費などに要する経費 16,898 円

計 740,073 円

基金名 設置目的 30 年度末現在高 対前年度増減額
財政調整基金 健全な財政運営 55 億 6,872 万円 ▲ 2 億 8,842 万円

減債基金 市 債 の 償 還 及 び 適
正管理 71 万円 0 万円

特
定
目
的
基
金

地域振興基金 市 民 連 携 の 強 化 及
び地域振興 43 億    221 万円 0 万円

公共施設整備等基金 公 共 施 設 の 整 備 及
び大規模改修 23 億 3,234 万円 ▲ 8,102 万円

新庁舎建設基金 市役所新庁舎の建設 9 億 1,359 万円 ▲ 2,193 万円

過疎地域支援基金 過 疎 集 落 の 維 持 及
び活性化 8 億  　76 万円 1 億　　7 万円

ふるさと結基金 将 来 に わ た っ た 寄
附金の活用 8 億  　40 万円 2 億 3,142 万円

その他基金 ー 1 億 4,854 万円 ▲ 3,797 万円

奨学基金 経済的理由で就学困
難な者への学資貸与 6 億 1,200 万円 0 万円

医師等修学基金 市立医療機関への就職
を志す者への学資貸与 1 億円 0 万円

国民健康保険給付等準備基金 国 民 健 康 保 険 給 付
等の不足時対応 2 億 3,009 万円 2 万円

介護保険給付等準備基金 介 護 保 険 給 付 等 の
不足時対応 2 億 3,013 万円 5,406 万円
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■「温水暖房」とは
　都市ガスを使い、屋外の熱源機で温めたお湯などを循環
させ、居間などを暖房するものです。屋外で都市ガスを燃
やすことから、機械の不具合が発生しても、室内は安全に保
たれます。主な暖房方法としては、床暖房、温水ルームヒー
ター、パネルヒーターの３つです。

床暖房１
　温水暖房で一番快適と言われている「床暖房」。足元を中心
に温める「熱伝導」による暖房で、対流により部屋中がむらな
く静かに温まります。

温風ヒーター２
　温水を利用し、温風を部屋中にいきわたします。器具内で
燃焼しないため、小型で大能力パワフル。コンセント形式なの
で、夏場は外して簡単に収納できるのも魅力です。

パネルヒーター３
　リビングやトイレなど、ふく射熱を利用し空間を通して、あ
なたの体を温めます。

温水暖房をご存じですか

67  市報うおぬま

0

5 億

10 億

収入 支出

ガス料金
12億 1,711 万円

長期前受金戻入

1,125 万円

その他収入
186 万円

純利益 8,538 万円
減価償却費等
1億 7,031 万円

原料ガス購入・
維持管理費
9億 7,165 万円

受注工事費用等
4,980 万円

受注工事収益等

5,340 万円

企業債利息
648 万円

【ガス事業の維持・管理に関する収支】

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

0

1 億

2億

収入 支出

収支不足額
2 億 2,943 万円

企業債償還金
5,697 万円

建設改良費
1 億 7,606 万円

負担金等
4,475 万円

負担金・補償料
360 万円

【施設の建設・改良に関する収支】
　ガス水道局では、ガスや水道、下水道事業といっ
た地域のみなさんの生活や、地域の発展に不可
欠な公共サービスを提供するため、地方公共団体
が経営する「公営企業」として日々業務に取り組
んでいます。特定の区域やお客さまに対してサー
ビスを提供する事業であるため、一般会計とは異
なり、必要な経費を料金などの収入で賄う独立採
算の経営が求められています。

問 ガス水道局　☎ ７９２・１１１８

決算状況
水
道
事
業

　
水
道
料
金
な
ど
の
収
入
８
億
３
、７

８
７
万
円
に
対
し
、
維
持
管
理
等
に

要
し
た
費
用
は
７
億
５
、９
９
５
万
円

で
、
７
、７
９
２
万
円
の
利
益
が
あ
り

ま
し
た
。
料
金
収
入
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
経
費
節
減
に
努
め
、

黒
字
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
建
設
工
事
は
、
青
島
水
源
の
老

朽
化
対
策
と
し
て
前
年
度
か
ら
引
き

続
き
、
向
山
配
水
池
ま
で
の
送
水
管

の
布
設
替
を
、
広
神
地
区
に
お
い
て

は
施
設
の
維
持
管
理
向
上
の
た
め
、

山
田
浄
水
場
の
濁
度
計
、
滝
之
又
配

○
給
水
人
口

　
３
５
、４
６
１
人（
▲
５
８
８
人
）

○
給
水
件
数

　

 　
１
４
、２
８
５
件（
▲
１６
件
）

○
年
間
配
水
量

　
５
６
０
万
５
、５
３
１
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
１
４
万
３
、１
０
６
ｍ３

※
（　
）
内
は
対
前
年
度
比

　
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
入
２３
億

７
、９
５
８
万
円
に
対
し
、
維
持
管
理

等
に
要
し
た
費
用
は
２２
億
４
、３
３
９

万
円
で
、
１
億
３
、６
１
９
万
円
の

利
益
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
高
額
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
統

廃
合
を
含
め
一
層
の
経
営
合
理
化
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
建
設
工

事
は
、
国
道
１７
号
浦
佐
バ
イ
パ
ス
関

連
で
管
渠
布
設
工
事
、
国
道
２
９
０

号
道
路
改
良
関
連
で
は
令
和
元
年

度
中
の
竣
工
に
向
け
、
水
管
橋
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

老
朽

化
対
策
で
は
雁
坂
下
処
理
場
等
の
機

械
設
備
更
新
工
事
や
、
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

○
処
理
可
能
人
口　

　
３
６
、０
１
４
人（
▲
６
０
３
人
）

○
水
洗
化
人
口

　
３
４
、７
５
４
人（
▲
４
７
１
人
）

○
年
間
処
理
水
量

５
０
０
万
７
、３
３
５
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
０
２
万
４
２
８
ｍ３

※
（　
）
内
は
対
前
年
度
比

ガ
ス
事
業

　
ガ
ス
料
金
な
ど
の
収
入
１2
億
８
、

３
６
２
万
円
に
対
し
、
維
持
管
理

等
に
要
し
た
費
用
は
１１
億
９
、８
２

４
万
円
で
、
８
、５
３
８
万
円
の

利
益
が
あ
り
ま
し
た
。
小
口
販
売

量
は
平
成
２７
年
度
か
ら
緩
や
か
な

回
復
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
暖

冬
少
雪
に
よ
る
暖
房
や
融
雪
用
の

使
用
の
減
少
に
加
え
、
業
務
用
で

も
事
業
規
模
の
縮
小
や
工
場
設
備

集
約
な
ど
に
よ
る
減
少
が
重
な

り
、大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
口
契
約
を
含
む
全
体

の
販
売
量
は
水
の
郷
工
業
団
地
新

規
立
地
企
業
へ
の
供
給
開
始
な
ど

に
よ
り
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
工
事
は
、
経
年
管
対
策
と

し
て
更
新
計
画
に
基
づ
い
た
本
支

管
布
設
替
を
実
施
し
、
今
年
度
ま

で
の
継
続
事
業
と
し
て
水
の
郷
工

業
団
地
ガ
ス
製
造
所
増
設
工
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
需
要
家
数　

　
　
　
　
７
、７
３
９
戸
（
０
戸
）

○
年
間
ガ
ス
販
売
量

　
１
、２
５
３
万
５
、０
９
１
ｍ３

　
　
※
（　
）
内
は
対
前
年
度
比

平成３０年度　

水
池
の
水
流
変
換
器
の
更
新
を
、
堀

之
内
地
区
で
は
下
倉
配
水
池
か
ら
吉

水
・
田
川
入
系
統
へ
の
給
水
が
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
吉
水
水
源
の
休
止

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
漏
水
事
故

対
策
と
し
て
、
１４
路
線
で
老
朽
管
の

布
設
替
を
実
施
し
ま
し
た
。

0

2 億

4億

6億

8億

水道料金
5 億 4,723 万円

一般会計補助金

その他収入

1 億 1,753 万円

 1,487 万円

減価償却費等
4 億 1,721 万円

維持管理費
2 億 9,616 万円

企業債利息 4,658 万円

収入 支出

長期前受金戻入
1 億 5,824 万円

純利益
7,792 万円

収入 支出
0

1 億

2億

3億

4億

5億

収支不足額
2 億 9,970 万円

建設改良費

2 億 3,375 万円
企業債償還金

2 億 5,055 万円借入金
1 億 6,060 万円

一般会計出資金
1,761 万円

639 万円
負担金・補償料

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【水道事業の維持・管理に関する収支】 【施設の建設・改良に関する収支】

0

10 億

20 億

収入 支出

下水道使用料
7 億 9,370 万円

一般会計補助金
8 億 7,272 万円

その他収入
1,297 万円

純利益
1 億 3,619 万円

減価償却費等
14 億 2,439 万円

企業債利息
2 億 3,793 万円

維持管理費
5 億 8,107 万円

長期前受金戻入
7 億  19 万円

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【下水道事業の維持・管理に関する収支】

0
2 億

4億

6億

8億

10 億

12 億

14 億

16 億

収入 支出

収支不足額
8 億  1,116 万円

一般会計出資金
5 億 6,100 万円

2 億 870 万円

企業債償還金
13 億 2,165 万円

建設改良費
3 億 936 万円

補助金・負担金等
　　5,015 万円

借入金

【施設の建設・改良に関する収支】

ガス・水道・下水道事業

抜群の快適性

　　と安全性

　ご本人の申し込みにより適用となります。
契約の条件等の詳細は、ガス水道局にお問い
合わせください。

　ガス料金で「家庭用温水暖房契約」もあり
ます。既設の住宅にも温水コンセントを設置
すれば、簡易温水マットや温風ヒーターを簡
単に設置できます。

内部
  留保

内部
  留保

問 ガス水道局　☎ ７９２・１１１８
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№４

舎
建 設
庁
シリーズ

問　財務課　☎７９２・９２１１魚沼市新庁舎の
　

建
設
中
の
魚
沼
市
役
所
新

庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事

の
進
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

現
場
で
は
、
４
階
ま
で
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
終
了

し
、
本
格
的
な
内
外
装
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
建
物
内
部

で
は
、
軽
鉄
材
に
よ
る
骨
組

み
に
よ
っ
て
各
室
の
区
画
が

出
来
始
め
て
お
り
、
天
井
部

に
は
、
電
気
配
線
や
配
管
類
、

空
調
機
器
等
が
設
置
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
格

的
な
降
雪
期
を
前
に
、
外
装

工
事
や
駐
車
場
の
造
成
等
を

順
次
進
め
、
来
年
３
月
の
完

成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
新
庁
舎
に
関
す
る

情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
な
が

ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
雪
に
強

く
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
庁
舎

の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

１階の現況

▼市道側（東側） 階段工事中の様子をご紹介します。（矢印が撮影方向）
１・２階のレイアウトイメージ（イメージは実施設計
段階のもの）に合わせて、現場状況をご覧ください。

▼駐車場側（南側）　軒下

▼駐車場側（南側） 待合イメージ▼小出稲荷町側（西側）　軒下

２階の現況 ▼駐車場側（南側）　待合

▼駐車場側（南側）待合イメージ

▼会議室 202 等 ▼小出稲荷町側（西側）　廊下

■現場全景■建設工事スケジュール（予定）

　11 月からは、外部足場の解体、駐車場の舗装
等が順次開始され、庁舎全体の外観をご覧いただ
ける予定です。その後は、来年 3 月の完成に向け
て、内装を中心に仕上げの工事が進められます。

■工事期間中のお願い

　工事期間中、現場内には関係者
以外立入禁止となります。また、
工事車両の通行や作業の騒音など、
ご不便をお掛けします。安全には
十分配慮して工事を進めますので、
ご理解とご協力をお願いします。

　　　建設が進んでいます
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小出病院が担う役割について
魚沼市立

「地域全体でひとつの病院」を展開中

　現在の魚沼地域の医療は、医療機関ごとに役
割分担を行い、「一人の患者さん」を複数の病
院や開業医が連携し、症状に応じて他の医療機
関を紹介しながら診療する仕組みとなっていま
す。
　市民の皆さまの理解と協力を得ながら、バラ
ンス良く地域の医療を維持、発展させることが
必要です。将来にわたってこの地域の医療を
守っていくために、市民の皆さまが各医療機関
を「上手に使うこと」が最も大切な取り組みと
なります。

4,500 人の市民が紹介状を持って
　　再編の「輪」の中で治療を行っています

市立小出病院は「再編」の次のステップにいます

　市報うおぬまお知らせ版 10 月 25 日号でお伝えしま
したが、全国の公立・公的病院の再編・統合を進める動
きがあり、国が機械的に抽出、報道した病院名の中に、
市立小出病院が含まれていました。
　ご承知のとおり、魚沼の医療再編は、まさに国の進め
る再編・統合を先取りする形で取り組まれています。　
　引き続き、市民の皆さまに良質で身近な医療を提供し
ますので、ご安心ください。

　市立小出病院は、多くの皆さまに支えられ成り立っています。
地域医療の要は「連携」であり、この連携を好循環させ、小さな
輪から圏域全体をつなぐ輪まで、大小様々なつながりを大切に育
てていくことが当院の使命です。
　小さな病院ですが、連携の「輪」の中で大きな役割を担うこと
により、市民の皆さまに安心をお届けしたいと思います。

地域医療連携室

連携の「輪」をつなぐメンバー

「再編」から５年

市立小出病院

市内開業医等 魚沼基幹病院

600 人

800 人

700 人

700 人

600 人

1, １00 人

全国のモデルとして

紹介状の発行・受入の状況
（平成 30 年度）

全国のモデルとなる地域医療研修を展開
　現在の市立小出病院は、病院再編の全国モデルに加え、
地域医療研修の学びの場として、地域の医療・福祉関係
機関とともに、次代を担う「医療人」を育成する先駆的
な活動も展開しています。

＜橋
はしじり

尻 明
あ す み

日実 医師＞
　市立小出病院での地域医

療研修を経て、市の乳児検

診や小児科外来で活躍中

地域をまるごとケアする病院

　魚沼市民のための 21 世紀型地域医療の拠点とし
て、2015 年に新たに整備された市民病院が魚沼市
立小出病院です。地域の安全を守る 21 世紀型の仕
組みを「地域包括ケアシステム」といいます。地域
の困りごとを、みんながお互いさまで、まるごと考
えていくことです。市行政・魚沼基幹病院・市内医
療福祉機関等との密接な連携により、市立小出病院
はこのシステムの中心になって、「暮らしやすい街、
暮らし続けられる街、暮らし終えられる街」を合い
言葉に「市民をまるごとケア」できる医療センター
として新生しました。2015 年から始まった魚沼の

「再編・統合」により、市立小出病院を中心とした
魚沼市の地域包括ケアは、システムの成熟と地域共
生社会のための市民参加という重要なネクストス
テップに進んでいるのです。

魚沼市立小出病院 
院長　布施 克也 

問 健康増進課  ☎７９２・１４３６

⃝ 平均正答率（図１）
　小学校では、国語が全国並、算数が全国平均を下回
りました。 中学校では、国語が全国並、数学・英語
は全国平均をやや下回りました。
⃝ 学習や生活の様子（図２・３）
　「教科の勉強は大切」「授業内容はよく分かる」など肯
定的に評価した小中学生の割合は全国とほぼ同程度でし
たが、「教科の勉強が好き」の割合は全国より低い状況
でした。一方、自己肯定感や挑戦心、達成感に関する項
目の肯定的評価の割合は全国よりも高い状況でした。反
面、家の人と学校での出来事について話をすることや家
庭学習習慣などに関して全国よりも低い状況でした。

⃝ 学習全般
　知識・技能、思考力、判断力、表現力等、学ぶ意欲や
人間性をバランスよく育み、「学ぶ楽しさ」「分かる喜び」
が実感できる授業づくりを進めていくことが大切です。
　「書く、声に出して読む、話す」などインプットか
らアウトプットしていくことを充実させるなど、日々
の授業改善に努めていきます。
⃝ 国語
　小学校では「自分の考えなど理由を明確にし、まと
めて書くこと」、中学校では「根拠を明確にして自分
の考えをもつこと」に力を入れます。
⃝ 算数・数学
　「なぜ、だから、どうしたい、どういうこと」など、
児童生徒に考えさせる場を保証し、根拠を明確にして
記述したり、数学的な表現により説明したりする学習
活動に力を入れます。
⃝ 英語
　学習意欲を高め、目的・場面・状況等に応じて聞く、
読む言語活動を充実させます。また、文法事項等は言
語活動を通じて理解を深めて定着を図っていきます。
特に、即興でのやり取りといった「発信型の言語活動」
を工夫していきます。

　「自分にはよいところがある」「先生はあなたのよい
ところを認めてくれる」などの肯定的な割合は、小中
ともに全国に比べ高い状況にあります。これは、市全
体で取り組んできた「温かい学級づくり」による成果
であり、児童生徒の自己肯定感、挑戦心、達成感が着
実に育まれている証拠です。
　その一方で、「学校は楽しい」「将来の夢や目標を持っ
ている」という項目は、中学校で低い状況でした。ま
た、平日１時間以上家庭学習をする割合も、小中とも
に全国平均を下回ったことから、家庭学習への指導を
更に充実させていきます。
　「家の人と学校での出来事について話している」と
いう項目も低い状況でした。日頃からの子どもとのコ
ミュニケーションを一層深めていただくよう、ご協力
をお願いいたします。

平均正答率及び学習状況 今後の学力向上の取り組み

学校・家庭・地域との連携

魚沼の子どもたちの学習の様子
～ 全国学力・学習状況調査から ～

　今年度の全国学力・学習状況調査（小学６年、中学３年の全員が対象）の結果が７月３１
日に公表されました。その結果から見られる、魚沼市の小中学生の主な学力・学習状況と今
後の学力向上の取り組みについてお伝えします。

図２　「教科の勉強が好き」対全国比（全国＝ 100）

図１　各教科の平均正答率の全国との比較

国語
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【全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙調査（図２・３）】

図３　児童生徒の肯定的評価の割合における全国との比較（全国＝ 100）
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先生はあなたのよいところを認めてくれる
自分にはよいところがある
学校は楽しい
家庭でのコミュニケーション
平日、1 時間以上家庭学習をしている

小６ 中３

（写真：広神東小学校６年生）問 学習指導センター　☎ ７９４・６０７５
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永年の功績を讃えて

　永年にわたる活動や顕著な功績により、旭日
単光章を受章した小西博正さんをご紹介します。
おめでとうございました。

◆
高
齢
者
叙
勲

小
西
　
博
正 

さ
ん

旭
日
単
光
章

ひ
ろ
ま
さ

　

守
門
村
議
会
議
員
及
び
市
議

会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
行

政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■ 市内被害状況 ■ 市の避難所開設状況

※被害状況は10月17日㈭時点のものです。

【開設場所】
・10 月 12 日㈯ 14：00　自主避難者受入れのための避難所開設（6 か所）
　なかよし保育園、小出郷福祉センター、湯之谷世代間交流施設
　広神コミュニティセンター、守門健康センター、寿和ホーム
・10 月 12 日㈯ 19：00　避難情報発令による避難所の開設（4 か所）
　県立堀之内高等学校、小出郷体育館、伊米ケ崎小学校、広神中学校

【避難情報発令地区】
①避  難  勧  告 ･･･ 小出地域の一部（29 地区）
　　　　　　　　　対象世帯：1,414 世帯、対象人数：3,763 人
②避難準備情報 ･･･ 堀之内地域の一部（24 地区） 
　　　　　　　　　対象世帯：1,208 世帯、対象人数：3,451 人

【最大避難者数】　　
・222 人（10 月 12 日㈯ 24：00）

【10 月 19 日】
  5：00　　　市内パトロールを再開
  7：30　　　国道 17 号沿線住宅地内でクマ出没、2 名がケガ
  7：35　　　井口新田地内の工場敷地内でクマ 1 頭を包囲
  8：40　　　井口新田地内で包囲したクマを駆除
  9：10　　　七日市新田地内でクマ 1 頭を箱ワナで捕獲　
11：02　　   ワナで捕獲したクマを駆除

【10 月 18 日】
12：30 頃　  佐梨地内でクマが出没し、襲われた人がいると
　　　　　　  連絡が入る
　　　　　　  13：00 までに次々と人が襲われ 4 名が負傷
　　　　　　  直ちに、防災無線、緊急告知ラジオ、広報車、
　　　　　　  防災メール等により注意喚起
　　　　　　  市内パトロールを実施（日没で一旦中止）

　10月12日㈯から13日㈰にかけて日本各地を襲った令和元年台風19号が市内に接近し、上流部の大雨により魚野
川が増水し危険な状況になったため、小出地域の一部に避難勧告・堀之内地域の一部に避難準備情報を発令しました。
また、市では10か所の避難所を開設しました。なお、40の自治会では地域の避難所が自主的に開設されました。

台風 19号による市内被害状況

クマによる被害状況

人的被害 なし

建物被害
【住家の浸水】３棟
【非住家の浸水】１棟
【その他】作業所の屋根一部損壊

公共建物被害 ４件
公共土木被害 【道路】１箇所（路肩崩落）

農林水産業施設被害【林道】１箇所（路肩崩落）
観光関連施設 ２件（温泉施設、遊歩道）

防疫 消毒剤　消石灰２地区配付

停電

・10 月12 日㈯ 23：45 発生
　今泉、江口長松地区1029 施設
・10 月 13 日㈰ 00：10 発生 
　須原、大倉地区 192 施設

問 防災安全課　
☎７９２・９２１４

問 生活環境課　☎７９２・９７６６
　  防災安全課　☎７９２・９２１４

　10月18日㈮から19日㈯に市内市街地にクマが出没し、6名の方がクマに襲われ負傷しました。

■ 経緯・出没情報 「ツキノワグマ」に
　　 注意してください

　クマ被害予防のため、次のことに気をつけ
てください。

※今後も市と関係機関から発表される情報に
十分ご注意ください

・クマの餌となる生ごみや果実、農作物
を放置しない
・住宅はもちろん、作業小屋・車庫等も
しっかりと戸締りする
・しなくてもよい入山は控える

問 生活環境課　☎７９２・９７６６
　  小出警察署　☎７９３・０１１０
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校
章
は
デ
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イ
ン
案
を
一
般
公
募
し
、「
北

斗
星
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
校
章
考
案
者
で
あ
る

佐
藤
智と

も
こ子

さ
ん
へ
記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

魚沼北中学校統合記念事業
問　学校教育課　☎７９４・６０７２

　

入
広
瀬
中
学
校
と
守
門
中
学
校
が
統
合

し
て
今
年
度
開
校
し
た
魚
沼
北
中
学
校

で
、
１０
月
２０
日
㈰
に
統
合
記
念
合
唱
祭
・

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式辞を読み上げる統合記念事業
実行委員会の大島誠実行委員長

活用してください。パブリックコメント制度
問 秘書広報課　☎７９２・１４９４

生徒７７人による全校合唱

　市が市民の生活に広く影響を及ぼすような計画など
を策定するときに、その内容を案の段階で市民に公表
し、その案に対する意見や要望などを一定期間募集し、
寄せられた意見などを考慮しながら、ニーズに即した
より質の高い計画等を策定するための制度です。

パブリックコメント制度とは？

手続きの流れ

すべての市民等が市政へ参加・参画

できる大切な制度です。

　市民生活に広く影響を与えるもので、総合計画、各
分野における基本計画やその他重要な事項を定める計
画の策定や改正などが対象です。

対象となる条例や計画は？

(1) 市内に住所がある人
(2) 市内にある事業所または事務所に勤務する人
(3) 市内にある学校に在学する人
(4) 市内に事務所または事業所を有する個人及び法人
　やその他の団体
(5) 計画等に利害関係を有する個人及び法人やその他
　の団体

意見を提出できる人は？

（1）計画等の素案の作成
　パブリックコメントの対象となる計画について、所
管課等が素案を作成します。

（2）計画等の素案の公表
　最終的な意思決定の前に修正が可能な時期に、計画
等の素案と資料を、市ホームページや所管課窓口等で
閲覧できるようにします。

（3）パブリックコメントの募集
　素案に基づいて市民等から意見等を募集します。意
見等は、窓口、郵便、FAX、電子メールで受け付けま
す。住所、氏名、電話番号を明記してください。また、
募集期間は 1 か月を原則とします。

（4）計画等の決定・公表
　提出された意見等を素案にどのように反映するか決
定します。決定後、意見等についての市の考え方をそ
れぞれの意見ごとに作成し、公表します。

　

校
歌
の
作
詞
は
、
魚
沼
元
気
の

補
作
詞
を
担
当
し
た
魚
沼
特
使
の

喜き
た
じ
ょ
う

多
條
忠ま

こ
とさ

ん
、
作
曲
は
同
じ
く
魚

沼
元
気
を
作
曲
し
た
森
下
滋し

げ
るさ

ん
が

そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

記念品を受け取る佐藤智子さん
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里山まつり
四季の潤い

～食まち うおぬま 秋の陣２０１９～
問 企画政策課　☎７９２・１４２５

　１０月５日（土）に「～食まち うおぬま秋の陣２０１９～
四季の潤い里山まつり」が開催されました。天候に恵まれ、昨
年を５００人上回る７，８００人が訪れました。

① ② ③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①カンナクズプールで遊ぶ男の子 ②権現堂太
鼓による迫力の演奏 ③縄文フェスでミニチュ
ア土器づくりに挑戦 ④木の実や枝葉などを
使った小物つくり体験 ⑤魚沼のうまいものを
楽しむ子どもたち ⑥魚沼産☆夢ひかりによる
演劇 ⑦⑧湯之谷小学校６年生が考えたお弁当
と寸劇を交えて楽しく紹介してくれた児童たち
⑨ラブダンスムーブメントによるダンスショー

市報うおぬま　2019.11.10 　 14 市報うおぬま15  市報うおぬま15

うおぬまフォトスケッチ

「自助」と「共助」をテーマに訓練を実施
ー １０. ２０　魚沼市総合防災訓練

　震度６強の地震が発生したことを想定し、市内全域

を対象とした防災訓練を実施しました。主会場となっ

た堀之内公民館前駐車場では、住宅密集地の火災に有

効であるコンクリートミキサー車が運んできた水を放

水する訓練などが行われました。

中越地震から 15 年の節目を迎えて
ー １０. ２３　結の灯り中越地震メモリアル

　中越地震から15 年目となる10 月23日に、響きの森公

園でメモリアルイベントが行われました。参加者は、地震

が発生した午後 5 時 56 分に黙とうを行った後、「結」の火

文字の周りに集まり、用意したローソク約 1,000 本を並べ

ながら災害のない平和な地域を願いました。

　魚沼市文化協会設立 20 周年を記念して、小出郷文

化会館でうおぬま大芸能まつりが開催されました。太

鼓や民謡民舞、詩吟のほかに、キッズミュージカルや

カラオケ歌謡ショー、広大寺の競演などが行われ、バ

ラエティーに富んだ芸能まつりとなりました。

魚沼の芸達者が勢
せいぞろ

揃い
ー １０. ６　うおぬま大芸能まつり

千葉県の台風被害に対し義援金寄付
ー １０. ７　ホリカフーズ㈱義援金寄付

　ホリカフーズ㈱の川井義博代表取締役社長が、今年

行ったホリカフーズ感謝祭での収益の一部と来場者か

らの寄付金を「令和元年台風第 15 号千葉県災害義援

金」として日本赤十字社新潟県支部魚沼市地区の地区

長である佐藤市長へ届けました。
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２・９
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７・２
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０

No.52

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

次
回
は
下
折
立
地
区
担
当
の
佐
藤
守
一
隊
員
の
後
編
で
す

こ
の
通
信
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
届
く
頃

に
は
、折
立
地
区
の
秋
の「
え
ざ
ら
い（
※
１
）」

の
日
程
も
決
ま
り
、
役
割
分
担
も
そ
ろ
そ
ろ

発
表
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

地
区
の
皆
さ
ん
が
総
出
で
行
う
「
え
ざ

ら
い
」
や
「
道
刈
（
※
２
）」
等
の
作
業
。
こ

れ
は
、
集
落
生
活
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
取

り
組
み
で
あ
る
。

確
か
に
作
業
の
労
力
は
楽
で
は
な
い
し
、

面
倒
な
こ
と
で
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
定
期

的
に
行
わ
れ
る
作
業
こ
そ
が
、
こ
こ
で
暮
ら

す
集
落
の
人
々
の
根
幹
を
成
し
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

少
し
大
げ
さ
な
く
く
り
方
で
言
え
ば
、

作
業
活
動
そ
の
も
の
が
、
生
活
と
強
く
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
こ
う
し
た
集
落
単
位
、

自
治
会
単
位
で
行
わ
れ
る
事
業
や
行
事
も
立

ち
行
か
な
く
な
る
現
状
に
直
面
し
て
い
る
。

日
本
は
全
世
界
に
先
駆
け
て
急
速
な
超
少

子
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
、
さ
ら
に
は
人
口

減
少
問
題
も
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
や
地
方
行
政
も
対
策
を
掲
げ
て
い
る

も
の
の
効
果
は
上
が
ら
ず
、
東
京
圏
へ
の
人

口
一
極
集
中
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

私
は
東
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で
三
十
数
年
間
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を
し
て

き
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。
そ
れ
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そ
、
生
活
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タ
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片
道
１
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け
通
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毎
日
必
ず
コ
ン
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で
買
い
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し
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事
が
終
り
家
に
帰
る
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風
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入
り
、

ご
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を
食
べ
す
ぐ
に
寝
る
と
い
う
生
活
を
続

け
て
来
た
。

当
然
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
識
は
な
か
っ

た
し
、
関
わ
る
事
も
な
く
過
ご
し
た
。
人
口
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
も
な
く
、
生
活
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
特

段
関
心
を
持
と
う
と
も
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
後
編
に
続
く
）
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■９月の相談件数
　　　　　…９８件
　・電話　　６８件
　・来庁　　２５件
　・その他　　５件{

 
市
民
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２
・
８
８
４
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№
111

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

とり
で悩まないで

 

魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問　商工観光課（商工係）　☎７９２・９７５３

Biz
うおぬま

通信

　地域産
業から地域

の元気
は

ビズ №15
『ものづくり教室』 を開催しました

　　～夢を持とう～

　子どもものづくり推進事業の一環として、『ものづ
くり教室』が、10 月 24 日（木）に小出中学校と広神
中学校で行われました。この事業は、子どもたちのも
のづくりへの興味・関心を高め、未来を担う人材の育
成・確保につなげることを目的に毎年実施しておりま
す。次代を担う子どもたちに対し、キャリア教育の一
環として、ものづくりの視点から講演を行っています。
　今年も、東京大学生産技術研究所の土屋健介准教授

を講師としてお招きし、未
来の魚沼を引っ張ってい
く中学生に楽しくも熱い講
演をしていただきました。
　土屋さんは、新発田市

出身ということですが、父親の仕事の関係で、幼少期
には魚沼市にもよく来ていたとのことです。また、微
細加工を研究しており、平成 22 年から平成 24 年ま
での間、市内企業が経済産業省からの委託事業として
取り組んだ「無痛注射針（中空微小針アレイ）の研究
開発」における共同研究体の一員として参加するなど
魚沼市とも縁があり、子どもたちも真剣に話を聞いて
いました。11 月 29 日（金）には、堀之内中学校でも
講演をする予定です。
　市では引き続き、未来
を担う人材の育成・確保
につながる事業を進めて
いきます。

　

令
和
元
年
９
月

３０
日
付
け
で
小
出

地
域
の
関
要
悟
さ
ん
、
入
広
瀬
地
域

の
村
山
実
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

関　要悟 さん

■
お
疲
れ
様
で
し
た

村山　実 さん

　人権擁護委員は市民の皆さんの身近な相談役として、差別やいじめなどの相談をお受けしています。

また、「人権なんでも相談会」も行っています。日時、会場は市報お知らせ版等でご確認ください。

　
令
和
元
年
１０
月
１
日
付
け
で
堀
之
内

地
域
の
高
橋
美
保
さ
ん
（
再
任
）、
小
島

克
朗
さ
ん
（
再
任
）、
小
出
地
域
の
小

林
進
さ
ん
（
新
任
）、
湯
之
谷
地
域
の

細
井
雅
子
さ
ん
（
再
任
）、
守
門
・
入
広

瀬
地
域
の
福
中
康
之
さ
ん
（
新
任
）
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。小林　進 さん福中　康之 さん

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
交
代
し
ま
し
た

■
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

中山間地の暮らしで学ぶこと

（下折立在住一年半の考察）

　　　　　　　　　　　　　－前編－

※
１ 

え
ざ
ら
い
（
江
浚
い
）
と
は
、
江
の
泥
な
ど

を
さ
ら
う
こ
と

※
２ 

道
刈
と
は
、
道
や
水
路
の
草
刈
り
、
点
検
・

整
備
を
す
る
こ
と

佐藤　守
しゅいち

一 隊員（下折立地区担当）

春のえざらいの様子

　

健康　うおぬま №
124

　「健やかな口」と書いて「健
口（けんこう）」と読みます。
お口が健康だと体に良いこ
とがたくさんあり、元気で

　市では、無料で受けられる成人歯科健診を実施して
います。今年度の対象者には、受診券をお送りしてい
ます。
◎対象者
⃝成人 ･･･ 今年度 21 歳、31 歳、41 歳、51 歳
　　　　　61 歳、71 歳になる人及び妊婦
⃝後期高齢者 ･･･ 今年度 76 歳、80 歳になる人
◎健診期間
　令和２年２月２９日（土）まで
　（妊婦は通年で実施しています）

長生きすることが分かっています。お口の中でも歯は重要な
役割を担い、お口の健康を保つためには、毎日の歯みがきや
よく噛んで食事をすることが大切です。また、禁煙により歯
ぐきへの血行促進、歯の汚れ防止が期待できます。
　1 年に 1 回は歯科医院を受診し、むし歯や歯周疾患の
早期発見、早期治療につなげ、歯を失うことなく食事や
会話を楽しみましょう。

１１月は「にいがた健口文化推進月間」

広げよう健口の輪

健診はお済みですか？

　昨年度は 430 人が市の歯科健診を受診しま

した。健診結果は、異常なしが 13％、要指

導が約 25％、要精密検査または要治療が約

74％でした。要治療で多かったのは、歯周疾患、

むし歯でした。今年度の対象でまだ受診してい

ない人は、この機会に歯科健診を受診し、お口

を健康に保ちましょう。

問　健康増進課　☎７９２・９７６３
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お知らせ版

魚
沼
市

報

う お
ぬ まく

　
ら
　
し

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル

販
売
（
最
終
）

日
１１
月
１７
日
㈰
１３
時
～
１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
販
売

◎
取
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

※
家
電
製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日
用

雑
貨
等
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん

他
在
庫
の
品
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
魚
沼
市
消
費
者
協
会
実

施
の
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
は
、
今
回

９月分ごみ量
問 廃棄物対策係 ☎７９２・３０５５

種別 元年 H30 増減 ・単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
◎ごみの分け方出し方
ワンポイント
　生ごみは十分に水切り
をしてから燃やせるごみ
に出してください。
　今後も、ごみの分別と
減量にご協力をよろしく
お願いします。

可燃ごみ 964 948 16
不燃ごみ 40 43 -3
大型ごみ 71 73 -2
容器包装 16 16 0
古紙類 66 59 7
合　計 1,157 1,139 18

安
全
・
安
心

◆◆「
人
権
推
進
・
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
、
人
権
推
進
や
男
女
共
同
参

画
の
計
画
や
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

期
１１
月
中
旬
～
１２
月
上
旬

対
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
平
成
１５

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

１
、０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

他
対
象
者
に
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

問
人
権
に
関
す
る
こ
と
…
市
民
課

☎
７
９
２・８
８
４
４

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と

…
企
画
政
策
課

☎
７
９
２・１
４
２
５

◆◆
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
で
！

灯
油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

　

毎
年
、
暖
房
を
使
う
季
節
に
灯

油
漏
れ
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
事
故
の
多
く
は
、
タ
ン
ク
か

ら
の
小
分
け
作
業
中
に
そ
の
場
を

離
れ
た
こ
と
、
燃
焼
機
器
の
劣
化

な
ど
が
原
因
で
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
注
意
点

・
灯
油
の
小
分
け
中
は
、
そ
の
場

を
絶
対
に
離
れ
な
い
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
防
油
堤
を
設

置
し
、
そ
の
中
で
作
業
を
行
う
。

・
小
分
け
終
了
後
、
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
を
完
全
に
閉
め
た
か
確
認
す
る
。

・タ
ン
ク
と
配
管
周
り
の
「
落
雪
、

積
雪
」
に
注
意
す
る
。

・
使
用
前
・
使
用
後
の
器
具
の
点

検
な
ど

他
漏
れ
出
た
油
の
回
収
、
処
理
に

要
し
た
経
費
及
び
発
生
し
た
損
害

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
長
い
間
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２・８
８
４
４

は
、原
因
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
路
、
河
川
に
油
膜
を

発
見
し
た
と
き
は
、
至
急
ご
連
絡

願
い
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
７
９
２・７
１
６
８

生
活
環
境
課

☎
７
９
２・９
７
６
６

◆◆
令
和
２
年
春
・
優
秀
運
転
者
表

彰
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

期
１１
月
１１
日
㈪
～
１２
月
１３
日
㈮

対
２０
年
、
３０
年
、
４０
年
、
５０
年
間

そ
れ
ぞ
れ
無
事
故
・
無
違
反
の
人

※
４０
年
は
３０
年
表
彰
、
５０
年
は
４０

年
表
彰
の
受
賞
歴
が
な
い
と
申
請

で
き
ま
せ
ん

※
運
転
経
歴
の
起
算
日
は
、
令
和

２
年
４
月
６
日
㈪
で
す

持
申
請
書
、
運
転
免
許
証
、
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）、
印
鑑

他
申
請
書
用
紙
は
、
魚
沼
市
交
通

安
全
協
会
（
交
通
セ
ン
タ
ー
）、
ま

た
は
生
活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。

申
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２・５
２
７
５

生
活
環
境
課

☎
７
９
２・９
７
６
６

◆◆
救
急
公
開
講
座　
　
　

（
救
急
技
術
発
表
会
）

　

魚
沼
市
、
十
日
町
地
域
、
南
魚

沼
市
の
３
つ
の
消
防
本
部
が
合
同

で
救
急
技
術
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

日
１１
月
３０
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
十
日
町
地
域
消
防
本
部

内
救
急
活
動
演
習
（
脳
卒
中
、
心

疾
患
、
小
児
関
連
）、
最
近
の
救

急
実
情
に
つ
い
て

定
５０
人

￥
入
場
無
料

他
事
前
申
し
込
み
不
要

問
消
防
本
部
警
防
課

☎
７
９
３・０
１
１
９

見舞金の請求期間は交通災害にあった
日から起算して１年以内です。
もう一度ご確認を！！

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みでしょうか？

問 生活環境課　☎ ７９２・９７６６

健
康
・
福
祉

制
度
・
手
続
き

◆◆
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請

　

令
和
２・
３
年
度
に
魚
沼
市
が

行
う
「
建
設
工
事
」、「
小
規
模
建

設
工
事
」
の
入
札
及
び
見
積
に
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
要
領

に
よ
り
審
査
申
請
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

期
１２
月
２
日
㈪
～
１
月
３１
日
㈮

（
消
印
有
効
）

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
出
ま
た

は
財
務
課
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
紐
綴
に
し

て
財
務
課
（
小
出
庁
舎
２
階
）
に
１

部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

問
財
務
課

☎
７
９
２・９
２
０
５

◆◆
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
１１
月
２１
日
㈭
１０
時
～
１４
時
３０
分

場
県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館

内
発
見
し
た
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録

審
査

持
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲

刀
剣
類
、銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所

轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、
審

査
手
数
料

※
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０
円
を

募
　
　
　
集

◆◆
市
役
所
小
出
庁
舎
利
活
用

に
関
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
の
実
施

◎
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

と
は
…
ア
イ
デ
ィ
ア
等
の
あ
る
民

間
事
業
者
と
対
話
し
な
が
ら
管
理

運
営
方
法
や
利
活
用
案
等
を
ま
と

め
る
た
め
の
調
査
で
す
。

期
１
月
２１
日
㈫
～
２３
日
㈭
の
間
で
１

時
間
程
度
（
申
込
後
、個
別
に
調
整
）

内
新
庁
舎
へ
の
行
政
機
能
移
転
後

の
小
出
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

対
小
出
庁
舎
の
土
地
ま
た
は
建
物

の
利
活
用
等
の
提
案
事
業
の
実
施

主
体
と
な
る
意
向
が
あ
り
、
か
つ

企
画
・
設
計
・
資
金
調
達
・
施
工
・

管
理
運
営
な
ど
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
民
間
事
業
者
（
法
人
・
個
人

は
問
い
ま
せ
ん
）

〆
１２
月
２５
日
㈬

申
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
及
び
事
前

ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
企
画
政
策

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課

☎
７
９
２・１
４
２
５

◆◆
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
４０
歳

代
及
び
５０
歳
代
限
定
総
合
健

診
（
予
約
制
）

日
１１
月
２８
日
㈭
８
時
～
１０
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◆◆
認
知
症
講
演
会

　

認
知
症
専
門
医
の
先
生
か
ら
、

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

日
１２
月
１１
日
㈬
１４
時
～
１６
時

場
小
出
病
院

対
４０
歳
～
５９
歳
の
人
で
次
の
項
目

に
該
当
す
る
人

・
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
社

会
保
険
被
扶
養
者
）

・
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

及
び
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

け
て
い
な
い
人

内
予
約
制
で
、
待
ち
時
間
が
少
な

く
、
４
つ
の
健
診
を
同
日
に
受
診

で
き
ま
す
。
忙
し
い
人
に
お
勧
め

の
健
診
で
す
。

持
健
診
料
金
、保
険
証
、受
診
票
、（
社

会
保
険
被
扶
養
者
の
人
は
受
診
券
）

￥
特
定
健
診
（
１
、０
０
０
円
）、

大
腸
が
ん
検
診
（
５
０
０
円
）、
胃

が
ん
検
診
（
１
、０
０
０
円
）
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
２
０
０
円
）

定
３０
人

〆
１１
月
２０
日
㈬

申
健
康
増
進
課

☎
７
９
２・９
７
６
３

演
認
知
症
の
人
と
の
関
わ
り
方

講
ほ
ん
だ
病
院
院
長
、 

稲い
な
づ
き月

原げ
ん

医
師

定
先
着
７０
人
※
事
前
申
し
込
み
必
要

￥
入
場
無
料

他
講
演
会
に
併
せ
、「
認
知
症
高

齢
者
へ
の
声
か
け
訓
練
」
の
報
告

会
を
行
い
ま
す
。(
佐
梨
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム　

う
か
じ
園)

申
介
護
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）
平
日
８
時
３０
分
～
１７

時
１５
分　

☎
７
９
２・９
７
６
０

℻
７
９
３・１
０
１
６

新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入

◎
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
場
合

①
す
み
や
か
に
最
寄
の
警
察
署
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

②
届
出
後
、
登
録
審
査
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

③
代
理
の
人
が
参
加
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

④
法
令
に
定
め
る
鑑
定
基
準
（
美

術
的
価
値
、
伝
統
的
な
製
作
方
法

等
）
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。　

※
審
査
の
結
果
、
登
録
対
象
外
と

な
っ
た
場
合
は
登
録
証
は
交
付
さ

れ
ず
、
所
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
（
こ
の
場
合
も
審
査
手
数
料

は
返
還
さ
れ
ま
せ
ん
）

他
移
動
時
に
は
危
険
の
な
い
よ
う
梱

包
し
、盗
難
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４・６
０
７
３

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

☎
０
２
５・２
８
０・５
６
１
９
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お知らせ版information

食育の日　日毎月１９日は「食育の日」です。野菜や海藻などの副菜にはビタミンや食物繊維が豊富に
含まれ、体の調子を整えてくれます。１食の目安として両手１杯くらいの副菜を食べるのがおすすめです。

禁煙の日　日毎月２２日は禁煙の日。たばこの煙は、乳幼児突然死症候群（SIDs）の原因のひと
つです。妊婦や赤ちゃんのそばでの喫煙は、やめましょう。

生

涯

学

習

申
問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

◆◆
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動

　

毎
年
１１
月
１２
日
か
ら
２５
日
ま
で

の
２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」の
実
施
期
間
で
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問

わ
ず
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
や
交
際
相

手
な
ど
の
親
密
な
関
係
に
あ
る
人

◆◆
沖
縄
「
平
和
の
礎い

し
じ

」　　

追
加
刻
銘

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公

園
内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
人
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記
念
碑「
平

和
の
礎
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
追
加
刻
銘
が
で
き
ま
す
。

対
昭
和
19
年
３
月
22
日
か
ら
昭
和

21
年
９
月
７
日
ま
で
の
間
、
沖
縄

県
区
域
及
び
南
西
諸
島
周
辺
に
お

い
て
、
沖
縄
戦
が
原
因
で
亡
く
な

ら
れ
た
人

〆
１２
月
１７
日
㈫

申
問
福
祉
支
援
課

☎
７
９
２・９
７
６
７

新
潟
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

☎
０
２
５・２
８
０・５
１
８
０

か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
））

は
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重

大
な
人
権
侵
害
で
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
新
潟
県
Ｄ
Ｖ
相
談
（
年
中
無
休

９
時
～
２２
時
）

☎
０
１
２
０・２
６・２
９
２
８

◎
子
ど
も
・
女
性
電
話
相
談

（
年
中
無
休
９
時
～
２２
時
）

☎
０
２
５・３
８
２・４
１
５
２

◎
新
潟
県
女
性
福
祉
相
談
所

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
平
日
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
）

☎
０
２
５・３
８
１・１
１
１
１

◎
け
い
さ
つ
相
談
室
（
平
日
８
時

３０
分
～
１７
時
１５
分
）

☎
０
２
５・２
８
３・９
１
１
０

◎
福
祉
支
援
課
（
平
日
８
時

３０
分

～
１７
時
１５
分
）

☎
７
９
２・９
７
６
７

◆❶
乳
幼
児
向
け　
　
　

「
だ
っ
こ
で
お
は
な
し
」

　
同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒
に

絵
本
や
体
操
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

孫
守
り
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
小
出
郷
図
書
館
会
場

日
１１
月
２２
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

内
絵
本
「
た
ん
た
ん
ぼ
う
や
」
紙

芝
居「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

パ
ペ
ッ
ト
遊
び
「
く
ま
さ
ん
お
で

か
け
」
な
ど

◆❷
本
の
森
の
読
書
会

　

小
出
郷
図
書
館
で
本
の
森
を
散

◆◆「
蔵
書
点
検
」
の
た
め
堀
之
内

公
民
館
図
書
室
を
休
館
し
ま
す

　

資
料
の
所
在
確
認
と
整
理
な
ど

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

期
１２
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮

問
堀
之
内
公
民
館

☎
７
９
４・６
０
２
６

公

民

館

◆❸
正
月
用
わ
ら
細
工
作
り
教
室

日
第
１
回
…
１２
月
７
日
㈯

・
第
２
回
…
１２
月
２１
日
㈯

各
回
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

内
第
１
回
…
棒
し
め
縄
を
作
製

・
第
２
回
…
ミ
ニ
リ
ー
ス
飾
り
を

作
製

場
守
門
公
民
館

講
佐
藤
成し

げ
お夫
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

￥
各
回
５
０
０
円

定
各
回
１０
人

持
園
芸
用
は
さ
み

〆
第
１
回
…
１２
月
２
日
㈪

・
第
２
回
…
１２
月
１６
日
㈪

◆❶
守
門
公
民
館◆

臨
時
休
館

　

床
ワ
ッ
ク
ス
作
業
の
た
め
臨
時

◆❷
守
門
高
麗
者
教
室◆

講
演
会

日
１１
月
１９
日
㈫
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
守
門
公
民
館

内
地
域
医
療
魚
沼
学
校
講
座
「
薬

の
は
な
し
」

講
小
出
病
院 

布
施
克
也
院
長

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

申
問
守
門
公
民
館

月
～
土
曜
９
時
～
２２
時

日
曜
祝
日
９
時
～
１７
時

☎
７
９
７・２
２
６
１

◆◆
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を
１１
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
広
神
図
書
館
和
室

日
１１
月
１６
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
１１
月
２０
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成
３１
年
１
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

問
広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

歩
す
る
よ
う
な
読
書
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
１１
月
２７
日
㈬
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
小
出
郷
図
書
館

内「
こ
の
本
面
白
か
っ
た
！
」「
役

に
立
っ
た
か
ら
他
の
人
に
も
お
す

す
め
し
た
い
！
」
と
い
う
本
を
紹

介
し
た
り
語
り
合
っ
た
り
す
る
会

で
す
。お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

持
筆
記
用
具
、お
す
す
め
の
本（
お

手
元
に
あ
れ
ば
）

休
館
し
ま
す
。
図
書
室
も
含
め
て

入
館
で
き
ま
せ
ん
。

日
１１
月
１６
日
㈯
９
時
～
２２
時

子
　
ど
　
も

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00～16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

栄養相談
（栄養士同席）

　9 日㈪ 10:00～　
11:30

離乳食や食事の相
談ができます。

（受付 10:00 まで）16 日㈪
・12/29 ㈰～ 1/3 ㈮は年末年始休、12/19 ㈭は 4 か月健診の
ため午後からお休みとなります。

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00～15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・12/28 ㈯～ 1/4 ㈯は年末年始でお休みです。

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金8:30～11:30 自由遊び、
ふれあい体操など

・12/28 ㈯～ 1/4 ㈯は年末年始でお休みです。

会　場 日　時 内　容
入広瀬保健
センター 13日㈮10:00～11:00 サンタクロース

を作ろう

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  

親子ふれあい広場12月 問子ども課
☎ 794・6027

児幼 健 診 等乳

種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

４か月児 令和元年 8 月 19 日
㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1歳６か月児 平成 30 年 5 月 18 日
㈬

湯之谷
保健

センター
２歳児 平成 29 年

12 月生まれ
25 日

㈬

３歳児 平成 28 年 12 月 1 日～
平成 29 年 1 月 6 日生まれ

11 日
㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ、着替え等
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　は、ご連絡のうえ治ってから受診してください。

事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場
離乳食講習会
ステップ１

令和元年 9 月生ま
れの乳児の養育者

3 日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

令和元年 5 月生ま
れの乳児の養育者

10 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

平成 31 年 2 月生ま
れの乳児の養育者

16 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）

平成 30 年 12 月
生まれ

24 日
㈫

9:15
～

9:30

持・母子健康手帳、オムツ、着替え等

乳幼児健診

離乳食講習会・１歳よちよち教室

◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

12月

◆◆
音
楽
広
場

日
１２
月
６
日
㈮
１０
時
～
１０
時
４５
分

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

内
市
内
音
楽
教
室
の
先
生
を
お
招

き
し
て
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

ス
テ
キ
な
演
奏
や
う
た
を
親
子
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

☎
７
９
２・６
３
５
６

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆
め
ぐ
み
幼
稚
園
作
品
展
・

バ
ザ
ー

　
芸
術
の
秋
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち

の
力
作
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
バ
ザ
ー

で
は
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
食
べ
物
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
１１
月
１６
日
㈯
１０
時
～
１４
時

（
バ
ザ
ー
は
１３
時
３０
分
ま
で
、
お
絵

か
き
コ
ー
ナ
ー
は
１２
時
ま
で
）

場
め
ぐ
み
幼
稚
園

対
ど
な
た
で
も

持
バ
ザ
ー
で
買
い
物
を
す
る
人
は

袋
持
参

他
他
に
も
未
就
園
児
が
楽
し
め
る

◆◆
楽ら

く

ご語
い
講
座

日
１１
月
２０
日
㈬
１８
時
～
１９
時

場
小
出
病
院

内
魚
沼
コ
ホ
ー
ト
研
究
か
ら
み
え

て
き
た
こ
と

講
蒲か

ば
さ
わ澤
佳け

い
こ子
さ
ん
（
新
潟
大
学
大

学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
健
康
増

進
医
学
講
座
）

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

〆
１１
月
１９
日
㈫

他
元
気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

申
地
域
医
療
魚
沼
学
校

☎
７
９
２・１
１
６
７

お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
や
お
菓
子
の

つ
か
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

問
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
７
９
２・６
７
６
８
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◆◆
魚
沼
市
水
泳
協
会　
　

プ
ー
ル
無
料
開
放

日
１１
月
２４
日
㈰
１１
時
～
１５
時

場
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
出

内
室
内
温
水
プ
ー
ル
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
３
歳
以
上

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

￥
無
料

持
水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル

〆
当
日

申
問
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
出

☎
７
９
２・９
９
３
３

◆◆
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
ク
リ

ス
マ
ス
会

日
１２
月
１４
日
㈯
１０
時
～
１４
時

申
問
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２・８
１
８
１

◆❶
ひ
き
こ
も
り
座
談
会

　
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
人
、
一

緒
に
解
決
方
法
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
１１
月
２０
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
人
￥
無
料
申
不
要

◆❷
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会　
　
　

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
」

日
１１
月
２６
日
㈫
１４
時
か
ら

場
堀
之
内
公
民
館

内
ひ
き
こ
も
り
を
正
し
く
理
解
で

き
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。
全

３
巻
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
第

３
巻　

｢

あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な

い
～
様
々
な
支
援
の
形
・
地
域
編

～｣

で
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
『
高

齢
化
』
と
向
き
合
う
秋
田
県
藤
里

町
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
に
広

が
る
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

￥
無
料
申
不
要

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
ほ
か

対
市
内
在
住
の
障
害
者
お
よ
び
そ

の
介
助
者

￥
１
、０
０
０
円

〆
１１
月
２９
日
㈮

他
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
問
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
守
門
支
所
）

☎
７
９
７・４
８
８
２

◆◆
ひ
き
こ
も
り
講
演
会

日
１１
月
２３
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１６
時

３０
分

場
長
岡
市
中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー

◎
講
演
１

演
当
事
者
か
ら
発
信
！
ひ
き
こ
も
り

の
理
解
～
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

講
林
恭
子
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人

ひ
き
こ
も
り
Ｕ
Ｘ
会
議 

代
表
理
事
）

◎
講
演
２

演
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
理
解

と
対
応
～
今
よ
り
少
し
楽
に
な
る

た
め
に
～

講
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
（
新
潟
青
陵

大
学
教
授
）

￥
無
料

定
３
０
０
人

〆
１１
月
１８
日
㈪

申
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
潟
県
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
５・２
８
０・０
１
１
１

◆◆
第
４５
回
音
楽
の
夕
べ

日
１１
月
２４
日
㈰
１３
時
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
地
域
の
音
楽
愛
好
家
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
・
ピ
ア
ノ
独
奏
な
ど

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

問
魚
沼
市
音
楽
協
会
・
渡
辺

☎
０
９
０・２
１
５
７・２
４
３
９

　令和元年９月に発生した「台風第１５号千葉県災害」で
被災された人を支援するため、次のとおり義援金の募金箱
を設置しました。温かいご支援をよろしくお願いします。
◎設置場所：市役所各庁舎
◎設置期間：１２月２７日㈮まで
問 日本赤十字社新潟県支部魚沼市地区事務局（福祉支援課）
☎７９２・９７６７

令和元年台風第１５号千葉県災害
義援金の募金箱を設置しました

　令和元年１０月に発生した「台風第１９号災害」で被災
された人を支援するため、次のとおり義援金の募金箱を設
置しました。温かいご支援をよろしくお願いします。
◎設置場所：市役所各庁舎
◎設置期間：令和２年３月３１日㈫まで
問 日本赤十字社新潟県支部魚沼市地区事務局（福祉支援課）
☎７９２・９７６７

令和元年台風第１９号災害義援金
の募金箱を設置しました

◆◆
第
７
回
魚
沼
水
墨
画
教
室

作
品
展

期
１１
月
２２
日
㈮
～
２４
日
㈰
９
時
～

１７
時

※
２２
日
は
１３
時
か
ら
、
２４
日
は
１６

時
ま
で

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
講
師
及
び
会
員
の
作
品
、
小
出

中
学
校
２
年
生
の
作
品
を
展
示

対
ど
な
た
で
も

問
魚
沼
水
墨
画
教
室
・
目
黒

☎
７
９
２・４
１
６
６

◆◆
只
見
線
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
１１
月
２３
日
㈯
１２
時
～
１６
時

場
守
門
公
民
館

内
２
０
２
２
年
の
只
見
線
全
線
再

開
通
に
向
け
、
地
域
の
宝
で
あ
る

「
只
見
線
」
の
利
活
用
と
沿
線
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
講
師

を
交
え
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
人

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

他
只
見
線
応
援
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
示
と
表
彰
式
及
び
只
見
線

写
真
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
だ
ん
だ
ん
ど
～
も
只
見
線
沿
線

元
気
会
議
事
務
局

☎
７
９
７・２
３
６
０

◆◆
魚
沼
吹
奏
楽
団　
　
　
　

第
３３
回
定
期
演
奏
会

日
１１
月
２３
日
㈯
１４
時
か
ら

場
南
魚
沼
市
民
会
館

◎
演
奏
曲
目
…
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
、

銀
河
鉄
道
９
９
９
、
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
他
（
地
元
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の

合
同
演
奏
を
行
い
ま
す
。）

対
ど
な
た
で
も

￥
前
売
り
７
０
０
円
、
当
日
１
、

０
０
０
円

※
全
席
自
由
、
小
学
生
以
下
無
料

問
魚
沼
吹
奏
楽
団
・
高
橋

☎
０
５
０・３
７
０
０・７
１
７
６

◆◆
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者　
　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
１１
月
２９
日
㈮
１９
時
３０
分
か
ら

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
合
わ
せ

た
指
導
秘
訣
を
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ

ル
分
野
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

講
山
本
潤
さ
ん
、
星
俊
寛
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

申
不
要

問
魚
沼
市
体
育
協
会

☎
７
９
４・６
０
７
４

◆◆
魚
沼
市
学
校
保
健
会
講
演
会

◎
「
人
間
力
を
高
め
よ
う
」
～
圧

倒
的
に
や
る
気
を
引
き
出
す
目
標

設
定
方
法
～　

日
１１
月
３０
日
㈯
１４
時
～
１５
時
５５
分

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
中
心
に
、
自

分
の
持
つ
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

方
法
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
「
原
田
メ
ソ
ッ
ド
」
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

講
山
本
潤
さ
ん
（
ス
ト
レ
ン
グ
ス
・

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
コ
ー
チ
、
魚

沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

申
学
校
関
係
は
各
校
へ
、
一
般
の

人
は
小
出
小
へ

問
小
出
小
学
校

☎
７
９
２・０
０
４
１

℻
７
９
２・０
２
０
５

◆◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校　
　

山
仕
事
道
具
の
整
備
講
習
会

日
１２
月
１
日
㈰
８
時
３０
分
か
ら

場
響
き
の
森
公
園

内
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
整
備
講
習
会

講
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害

防
止
協
会
新
潟
県
支
部
講
師

定
先
着
１０
人
持
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等

の
山
仕
事
道
具
。
ウ
エ
ス
、
整
備

用
具
等
の
日
頃
使
用
し
て
い
る
工

具
な
ど
。
〆
１１
月
２６
日
㈫

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　

☎
７
９
２・１
３
３
６

◆❷
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
１　

（
平
面
図
の
作
成
）

日
１２
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
９
時
～

１６
時

場
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

内
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
製
図
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
）
を
使
っ
て
平
面
図
の
作

◆❶
令
和
２
年
度
施
設
内
訓
練
科

４
月
入
校
生
募
集　
　
　

（
一
般
選
考
②
）

◎
募
集
科

・
電
気
施
設
科
…
１
年
訓
練
１０
人

・
木
造
建
築
科
…
２
年
訓
練
１５
人

・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
…
１
年

訓
練
１０
人　

◎
出
願
期
間

期
１１
月
１５
日
㈮
～
２９
日
㈮

◎
選
考
日
時

日
１２
月
６
日
㈮

◎
合
格
発
表

日
１２
月
１３
日
㈮

◎
選
考
会
場

場
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

他
選
考
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
当

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆❸
事
務
養
成
科
３
期

期
１２
月
１７
日
㈫
～
３
月
１６
日
㈪

９
時
～
１５
時
４０
分（
土
日
祝
日
休
み
）

場
ア
ル
プ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
魚
沼
研
修
セ
ン
タ
ー

対
パ
ソ
コ
ン
事
務
ス
キ
ル
と
マ

ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
１５
人

￥
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
あ
り
）

〆
１１
月
２５
日
㈪

申
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆◆
田た

の
う
え上
パ
ル
「
Ｑ
学
」
演
劇
公
演

日
１１
月
３０
日
㈯
１４
時
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
高
校
の
選
択
科
目
「
演
劇
」
授

業
を
舞
台
に
し
た
青
春
群
像
劇
。

演
劇
の
神
様
は
、
き
っ
と
彼
女
た

ち
を
素
敵
な
と
こ
ろ
に
導
い
て
く

れ
る
に
違
い
な
い
。

※
昨
年
の
市
内
小
学
校
の
演
劇
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
だ
っ
た
田た

の
う
え上

豊ゆ
た
かさ
ん
が
、
北
九
州
の
高
校
生
と

一
緒
に
創
っ
た
作
品
で
す

・
演
出
…
田た

の
う
え上

豊ゆ
た
かさ

ん　

・
出
演
…
北
村
美み

岬さ
き

さ
ん
、
田
中
美み

希き

恵え

さ
ん
他

￥
２
、５
０
０
円
、

　

高
校
生
以
下
１
、５
０
０
円

※
当
日
は
各
５
０
０
円
増
。
全
席

自
由
、
未
就
学
児
入
場
不
可
。
母

子
手
帳
を
お
持
ち
の
妊
婦
さ
ん
は

入
場
無
料

申
問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

申
問
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４・２
４
１
０

成
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

専
用
の
テ
キ
ス
ト
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
就
業
し
て
い
る
人
定
８
人

￥
２
、４
０
０
円

〆
１１
月
２９
日
㈮
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information

◆◆
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院◆

一
般
入
試
Ⅰ
期
、
自
己
推
薦
入

試
（
Ⅱ
期
）
受
付
開
始

・
受
付
期
間
…
１２
月
１６
日
㈪
～
１

月
６
日
㈪

・
試
験
日
…
１
月
１２
日
㈰

※
自
己
推
薦
入
試
は
、
面
接
と
必

要
書
類
の
み
の
選
抜
で
、「
や
る

気
」
と
「
本
気
」
を
応
援
す
る
試

験
方
法
で
す

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

他
社
会
人
、
臨
床
工
学
専
攻
科
入

試
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
募
集
要
項
は
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
入
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

☎
０
１
２
０・４
５
１・１
８
５

　

募
集
要
項
の
請
求
は
無
料
で
す
。

問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

☎
０
２
５・７
７
９・４
５
１
１

16 日～ 30 日

16 土
ブックスタート広神（10:00/ 広神図書館）
魚沼映画の専門店 Vol.154「12 か月の未来図」

（① 10:00 ② 14:00 ③ 19:00/ 小出郷文化会館）
宮柊二記念館全国短歌大会（12:30/ 堀之内公民館）

17 日
魚沼映画の専門店 Vol.154「12 か月の未来図」

（① 10:00 ② 14:00/ 小出郷文化会館）
リサイクルハウス（13:00 ～ 15:00/ ｴｺﾌﾟﾗﾝﾄ隣）

18 月
19 火

20 水 ブックスタート小出（13:00/ 子育て支援ｾﾝﾀｰぱぴぷ）
楽語い講座（18:00/ 小出病院）

21 木
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258-88-0006
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

22 金 だっこでおはなし小出（10:30/ 小出郷図書館）

23 土 只見線活性化シンポジウム（12:00/ 守門公民館）
第20回KRO定期演奏会（14:00/小出郷文化会館）

24 日 第 45 回音楽の夕べ（13:00/ 小出郷文化会館）

25 月
26 火

27 水 本の森の読書会（10:00/ 小出郷図書館）

28 木 40 歳代及び 50 歳代限定総合健診（予約制）
（8:00 ～ 10:00/ 小出ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）

29 金

30 土
救急公開講座（救急技術発表会）（13:30 ～ 15:00/
十日町地域消防本部）
田上パル「Q 学」演劇公演（14:00/ 小出郷文化会館）

行事カレンダー 11 月

・市報うおぬまに広告を掲載して市内全域にＰＲしてみませんか？

問 秘書広報課　☎ ７９２・１４９４

有料広告の募集 !
市報うおぬま

・くわしくは、ホームページまたはお問い合わせください。

店舗
紹介

求人
募集

イベント
紹介

◆◆
放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
や

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
、
教

育
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、

情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

◎
出
願
期
間

・
第
１
回
…
２
月
２９
日
㈯

・
第
２
回
…
３
月
１７
日
㈫

◎
大
学
説
明
会

日
１２
月
２２
日
㈰
、
１
月
１２
日
㈰
、

２
月
８
日
㈯
１３
時
３０
分
か
ら

場
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

他
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

問
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５・２
２
８・２
６
５
１

◆◆
に
い
が
た
健
康
い
き
い
き

セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
い

つ
ま
で
も
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
暮

ら
し
、
自
分
ら
し
く
心
豊
か
に
生
き

る
価
値
や
方
法
を
探
る
一
助
と
す
る

た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◎
第
１
回

日
１２
月
３
日
㈫
１４
時
～
１５
時

演
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
～
今
日

か
ら
で
き
る
こ
と
～

◎
第
２
回

日
１２
月
１２
日
㈭
１４
時
～
１５
時
５０
分

演
齢と

し
を
と
る
と
膝
が
痛
く
な
る
理わ

け由

場
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

対
新
潟
県
民

定
先
着
５０
人

￥
無
料

申
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
に
い
が
た
健
康
い
き
い
き
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
９
開
催
事
務
局

☎
０
２
５・２
５
７・４
４
０
７

ご親戚やご友人など
市外等にお住まいの人にお届けします。

問 秘書広報課　☎ ７９２・１４９４

有料定期購読者の募集 !
市報うおぬま

【年間購読料】
１．1,900円（毎月10日号・25日号をお届け）
２．　960円（毎月10日号のみお届け）

◆◆
く
ら
し
の
相
談

◎
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

期
１１
月
１８
日
㈪
～
２２
日
㈮
８
時
３０

分
～
１９
時

・
１１
月
２３
日
㈯
・
２４
日
㈰
１０
時
～

１７
時

内
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫

婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人

権
に
関
す
る
こ
と

◆◆
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
事
業

「
消
費
者
問
題
講
演
会
」

　

高
齢
者
を
ね
ら
う
詐
欺
や
悪
質

商
法
は
日
増
し
に
巧
妙
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
１１
月
３０
日
㈯
１４
時
か
ら

場
南
魚
沼
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
さ
わ
ら
び

内
落
語
で
学
ぶ
、
詐
欺
や
悪
質
商

法
の
手
口

講
三
流
亭
楽
々
さ
ん
（
落
語
家
）

￥
入
場
無
料

問
南
魚
沼
市
商
工
観
光
課

☎
０
２
５・７
７
３・６
６
６
５

◆◆
標
準
営
業
約
款
制
度（
Ｓ
マ
ー

ク
）
を
ご
存
じ
で
す
か

　

標
準
営
業
約
款
制
度
と
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
の
利
益
を
守

り
、
安
心
安
全
に
店
舗
を
利
用
で
き

る
よ
う
利
便
を
図
る
制
度
で
す
。

◆◆
所
得
税
決
算
説
明
会
等

①
青
色
申
告
決
算
説
明
会

日
１２
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮
１０
時
１５

分
～
１２
時

※
両
日
と
も
同
内
容
で
す

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

問 防災安全課　☎ ７９２・９２１４

随時受付中

※申請書は、市役所各庁舎にあるほか、市ホームページからダウンロードできます

【防災ラジオの申請方法】
◆希望者に防災ラジオ（受信機）を無料で貸し出しています

　市では防災ラジオ（受信機）の貸し出しを行っています。申し込みがまだの人は、申請
書に必要事項を記入のうえ、お近くの市役所各庁舎へ提出してください。
　貸し出しは、原則１世帯につき１台となります。
なお、転出・転居される場合は届出が必要となります。（不用になった場合は返却をお願いします。）

◆◆
新
潟
県
看
護
協
会
魚
沼
支

部
主
催
「
心
と
体
の
柔
軟

性
ア
ッ
プ
」

日
１１
月
３０
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
健
友
館

内
肩
こ
り
、腰
痛
に
お
悩
み
の
人
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講
義
と
実
技

を
行
い
ま
す
。

講
吉
田
順
子
さ
ん（
ピ
ラ
テ
ィ
ス・

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
ｅ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

￥
無
料

持
飲
み
物
・
タ
オ
ル

他
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
駐
車
場
は
魚
沼
基
幹
病

院
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院　

桑
原

☎
０
２
５・７
７
７・２
１
１
１

相
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

他
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◎
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

問
新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局

☎
０
２
５・７
７
２・３
７
４
２

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
取
り
決

め
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
に
登

録
し
た
理
容
店
、
美
容
店
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店

及
び
一
般
飲
食
店
で
は
、
店
頭
に

Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登

録
店
で
は
安
心
と
安
全
及
び
衛
生

が
保
証
さ
れ
、
利
用
者
の
信
頼
で

き
る
お
店
選
び
の
目
安
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
万
一
の
場
合
、
事
故

賠
償
基
準
に
基
づ
い
た
補
償
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

問
公
益
財
団
法
人
新
潟
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５・３
７
８・２
５
４
０

対
事
業
所
得
（
営
業
所
得
を
有
す
る

青
色
申
告
者
）

②
白
色
申
告
決
算
説
明
会

日
１２
月
５
日
㈭
１３
時
１５
分
～
１５
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
事
業
所
得
（
営
業
所
得
を
有
す
る

白
色
申
告
者
）

③
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

日
１２
月
６
日
㈮
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
個
人
事
業
主

◎
共
通
事
項　

定
先
着
４０
人

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

〆
１１
月
２９
日
㈮

他
他
の
会
場
も
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８・８
３・２
０
９
０

Ｓマーク
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きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

れ
ま
し
た
。
宣
伝
等
は
特
に
行
わ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
２
０
０
人
を

超
え
る
観
客
が
集
ま
り
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
で
は
、
生
徒
さ

ん
が
自
分
で
作
っ
た
洋
服
を
自
分
で

着
て
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
い
て
い
ま
し

た
。
八
木
さ
ん
は
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
、

「
こ
の
シ
ョ
ー
は
、
パ
リ
コ
レ
の
よ
う

な
現
実
離
れ
し
た
洋
服
を
見
る
楽
し

み
で
は
な
く
、
普
段
着
ら
れ
る
も
の

を
普
通
の
人
が
着
て
出
て
く
る
の
が
、

見
て
い
る
皆
さ
ん
も
自
分
に
当
て
は

め
て
考
え
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
ね
。身
近
な
人
が
出
演
す
る
シ
ョ
ー

は
、
親
近
感
と
臨
場
感
が
伝
わ
っ

て
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
な
ん
で
す

ね
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
八
木
さ
ん
は
、
洋
服
は
そ
の
人
を

表
現
し
て
く
れ
る
役
目
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
、
自
分
に
合
っ
た

洋
服
を
自
分
で
作
る
喜
び
を
教
室
や

シ
ョ
ー
を
通
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

「
お
し
ゃ
れ
を
す
る
と
出
か
け
た
く
な

り
、
出
か
け
る
こ
と
で
新
た
な
出
会

い
に
つ
な
が
り
、
お
し
ゃ
れ
は
人
生

を
豊
か
に
し
ま
す
。
年
齢
性
別
問
わ

ず
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
。」
と
話
す
八
木
さ
ん
。
今
後
も

洋
服
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
喜

び
を
与
え
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　
「
お
し
ゃ
れ
は
元
気
の
素
だ
と
思

い
ま
す
。」
と
話
す
の
は
、
自
宅
で

洋
裁
教
室
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ー
ク

ル
山
ゆ
り
」
を
開
い
て
い
る
八
木
洋

子
さ
ん
。
か
つ
て
は
、
新
潟
市
の
自

宅
ア
ト
リ
エ
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

洋
服
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
定

年
の
年
齢
を
迎
え
終つ

い
の
住
み
家
を
魚

沼
市
へ
決
め
移
住
し
て
来
た
と
言
い

ま
す
。
近
所
の
方
に
「
洋
裁
を
教
え

て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
ら

れ
２
～
３
人
で
お
茶
飲
み
が
て
ら
始

ま
っ
た
も
の
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

今
で
は
３０
人
の
生
徒
さ
ん
を
抱
え
る

洋
裁
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒

さ
ん
の
中
に
は
、
市
外
か
ら
通
っ
て

い
る
人
や
男
性
も
い
る
と
の
こ
と
で

す
。「
洋
服
作
り
は
難
し
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
皆
さ
ん
で

き
る
と
喜
ぶ
ん
で
す
よ
ね
。
将
来
ブ

ラ
ン
ド
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る

人
も
い
て
、
私
が
持
っ
て
い
る
も
の

を
す
べ
て
吐
き
出
す
か
ら
頑
張
り
な

と
伝
え
て
い
ま
す
。
将
来
が
楽
し
み

で
す
。」
と
生
徒
さ
ん
に
つ
い
て
嬉
し

そ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
教
室
で
は
、
２
年
に
一

度
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し

て
お
り
、
１０
月
２０
日
㈰
に
５
回
目

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
催
さ

八木 洋
よ う こ

子 さんショーのランウェイでポーズをとる生徒さん

祝 プロ野球ドラフト指名
　１０月１７日 ( 木 ) に開催されたプロ野球ドラフト会議において、
埼玉県の花咲徳栄高校 3 年生の韮

にらさわ
澤雄

ゆ う や
也さんが、広島東洋カープか

ら 4 位指名を受けました。
　韮澤さんは、魚沼市下倉出身で堀之内中学校を卒業後、埼玉県の花
咲徳栄高校へ進学し、野球部でレギュラーとして活躍しました。３
年連続で夏の甲子園に出場し、1 年生の時に臨んだ甲子園では全国制
覇も経験しています。
　また、今年は、U ‐ １８野球ワールドカップ日
本代表に選出され、大会ではチーム最多の１０安
打を放ち、世界のベストナインにも選ばれました。
　韮澤雄也さんのプロ野球選手としての活躍に期
待しています。写真：新潟日報社提供

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
１１
月
２２

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１１月２５日（月）です。

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　秘書広報課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.lg.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　
前
回
の
正
解
は
、「
③
９
月
７
日
」
で
し
た
。
当
選
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
：
１３
通
（
う
ち
正
解
数
：
１３
）

　
酒
井　
喬
梧　
さ
ん

　
関　
　
律
子　
さ
ん

　
中
島　
　
司　
さ
ん

　
中
村
圭
二
郎　
さ
ん

　
和
田　
梨
亜　
さ
ん

※増減は、前月比です

ＱＡ

①
大
島 

誠
さ
ん

②
喜き

た
じ
ょ
う

多
條 

忠ま
こ
とさ

ん

③
森
下 

滋
さ
ん

　
魚
沼
市
立
魚
沼
北
中
学
校
校
歌
の
作
詞
を

行
っ
た
人
は
誰
で
し
ょ
う
？

　
先
月
は
台
風
第
１９
号
と
ク
マ
の

市
街
地
で
の
被
害
発
生
で
、
度
々

防
災
無
線
等
で
の
緊
急
広
報
を
行

い
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
回
復
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
中
越
地
震
か
ら
１５
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
未
曾
有
の
大
災
害
で
し
た
が
、

人
の
温
か
さ
や
地
域
の
絆
を
改
め
て

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
災
害
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
と
き
で

も
「
結
」
の
精
神
で
助
け
合
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
人
の
温
か
さ
が
魚
沼
市
の

一
番
の
自
慢
で
す
。（
Ｉ
）

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

星野ミヨシ　雁坂下　　　　９７歳
金澤　ハナ　田尻　　　　１０１歳
渡邉　榮松　中島　　　　　９０歳
山ノ内ツメ　山田　　　　　９９歳
遠藤　シサ　一日市　　　　９５歳
池田由榮門　池平　　　　　９０歳
櫻井　松江　池平　　　　　８８歳
大塚　二三　守門宮原　　　９７歳
大桃　信男　渋川　　　　　６２歳
佐藤　仁郎　西名新田　　　９３歳
浅井　康吉　長鳥　　　　　８４歳
齋藤　キミ　穴沢　　　　　９６歳
渡邉　リセ　横根　　　　　９４歳
住安　朝近　末沢　　　　　７９歳

山田キクノ　堀之内本町　　９６歳
古田島政彦　堀之内宮原町　６４歳
宮　　福治　堀之内田中町　９２歳
長壁ウメノ　住吉町　　　　８２歳
大淵登規夫　春日町　　　　９０歳
須田　正毅　竜光三　　　　８５歳
坂西　ミヤ　下新田　　　　９７歳
中林　愛路　下島一　　　　９３歳
髙橋　福藏　田川　　　　　８５歳
伊師　　寛　和長島　　　　９２歳
山下　嘉一　小出稲荷町二　８５歳
外山さち子　小出稲荷町二　８１歳
井口　定義　諏訪町　　　　７１歳
大平　章夫　浦町三　　　　７２歳
風間　勇作　四日町　　　　８８歳
桑原　ヤヱ　沢田三　　　　９１歳
星　　和榮　干溝　　　　　９１歳
山本　忠雄　井口　　　　　５３歳
小幡ハヤ子　七日市　　　　７３歳
佐藤　政治　吉田　　　　　８９歳
遠藤　庚二　田中　　　　　８０歳
目黒シスヱ　田中　　　　　８７歳
佐藤　政枝　雁坂下　　　　８１歳

角屋　心
こ の

暖　欣司・愛　堀之内本町
佐藤　莉

り お
隆　一真・香純　下倉新田

渡辺　陽
ひ な

奈　大輔・美里　　　日影
松永　　花

はな
　祐翼・優　　　　田代

飯田　涼
りょうへい

平　健吾・めぐみ　　市内
大久保心

こ こ は
葉　剛広・幸恵　　沢田二

岡部　愛
い ち か

華　廉・智華　　大河原二
田沢　寛

か ん た
太　健太・可奈　みどりケ丘

小宮山朋
と も き

輝　耕太・絵美　　原虫野
山本　　凛

りん
　直人・智夏　　　今泉

平澤　　紬
つむぎ

　伸浩・絵美　　　新保

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｒ１．１０．１）
人口 うち外国人 増減

男 17,511 　 76   -40
女 18,338   138   -16
計 35,849   214   -56

世帯数 13,267     -3

（９月２１日～１０月２０日届出分）ひとのうごき

※増減は、前月比です

人口と世帯数（Ｒ１．９．１）
人口 うち外国人 増減

男 17,551   73   -12
女 18,354 138   -14
計 35,905 211   -26

世帯数 13,270      3
※増減は、前月比です

◆お詫びと訂正
10 月 10 日号掲載の内容に誤りがあ
りました。お詫びして再掲いたします。

　
１０
月
５
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
「
四

季
の
潤
い 
里
山
ま
つ
り
」
の
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
、
魚
沼
産
☆
夢
ひ
か
り
に

よ
る
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
お
も

ち
ゃ
箱
の
奇
跡 

ビ
ロ
ー
ド
の
う
さ

ぎ
」
公
演
の
１
コ
マ
で
す
。
キ
ッ
ズ

と
は
思
え
な
い
迫
力
あ
る
演
技
に
、

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
を

忘
れ
て
何
度
も
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
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魚沼市食生活改善推進員協議会

健康増進課
佐藤管理栄養士

健康増進課
鈴木管理栄養士

児童絵画 今
月
は
伊
米
ケ
崎
小
学
校
の
児
童
の
作
品
で
す

№

169

「一生けん命やりきった田植え」
５年  佐藤　結 　さん

「たまごから生まれた勇士と戦うドラゴン」
２年  森山　かずき　さん

れんこんバーグ

①玉ねぎをみじん切りにする。みじん切りした玉ねぎと
合いびき肉とパン粉、塩・こしょうを入れてよく混ぜる。
付け合わせのブロッコリーを一口大に切り、塩茹でにする。
②れんこんは皮をむいて 12 等分に薄切りにする。
③①で作った肉だねを 12 等分にして、れんこんの片
側にしっかりはりつけるようにくっつける。
④フライパンにサラダ油を入れ、熱くなってきたら、
③の肉だねを下にして並べ、中火で焼く。焼き色がつ
いたら、裏返し、ふたをして弱火で中まで火を通す。
⑤大根をおろして水気を軽く切り、ハンバーグに添え
る。付け合わせのブロッコリーとトマトを添える。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

　エネルギー　355kcal　たんぱく質　23.1 ｇ
　炭水化物　22.3 ｇ　脂質　19.2 ｇ　塩分　1.0 ｇ

＜調味料のかけすぎに注意＞
　「かけソースやかけしょうゆ」などのかけ過ぎは塩分の取りす
ぎにつながります。一口食べて味を確認してからにするか、かけ
ずに付けて食べることで塩分をおさえることができます。

No.42

食まちうおぬま
レ・シ・ピ

材料（４人分）
れんこん　　　　２００ｇ
合いびき肉　　　４００ｇ
玉ねぎ　　　　　１／２個
パン粉　　　　　　４０ｇ
塩　　　　　　　　　２ｇ
こしょう　　　　　　少々

サラダ油　　　大さじ１
大根　　　　　２００ｇ
ポン酢しょうゆ　大さじ１と１／２

（付け合わせ）
ブロッコリー　１６０ｇ
ミニトマト　　　８０ｇ

　参加者の特徴に合わせて家でできる簡単な運動を紹介します。運動に興味が
ある人、骨

こつそしょうしょう
粗鬆症などの疾病予防のため運動に取り組みたい人など運動習慣の

きっかけづくりにぜひご参加ください。

動きやすい服装で
お越しください！

日 ① 11 月 15 日㈮ 14 時～ 16 時
　  ② 12 月 9 日㈪ 14 時～ 16 時
※都合のつく時間にお越しください
　（１回 10 分程度）。当日参加可
講 星俊寛さん（健康運動指導士）

場 ①広神コミュニティセンター
　  ②小出ボランティアセンター
￥ 無料
持 タオル、飲み物（必要な人）
他 うおぬま元気ポイント対象事業

やってみよう！
　　　プラス１０分運動 問 健康増進課

☎ ７９２・９７６３


